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社会福祉法人  京都市山科区社会福祉協議会 

令和６年度  事業報告 
 

Ⅰ  総括 

長期に及んだコロナ禍や昨今の物価高騰等により、社会・経済活動や市民生活は大きな

影響を受け、市民の暮らしは依然厳しく、この間、顕在化した生活不安、生活困窮や孤立・

孤独等の問題は、深刻な状態となっています。また、「2025 年問題」をはじめとした少子 ・

高齢化や人口減少の本格化によって、あらゆる分野における地域社会の担い手の減少や地

域のつながりの希薄化などが社会全体の大きな課題となっています。 

 

そのような状況下において、従来の活動を継続支援するにとどまらず、新たな工夫も取

り入れつつ、“つながりを断たない”視点を持ちながら、「第 4期山科区地域福祉活動計画」

に基づき、地域住民が互いに支え合い、つながり続けることのできる地域コミュニティづ

くりのための取組を進めました。重点課題に対する取組は以下のとおりです。 

 

１．さまざまな個人・団体・関係機関などが地域でつながり、住民の暮らしの充実や安心

を実感できる仕組みづくりの推進 

学区社会福祉協議会の取組をはじめとする地域福祉推進団体の活動について、情報交

換の場づくりや情報発信を積極的に行って、活動充実に向けた支援に取組みました。ま

た、コロナ禍で顕著となった「孤立・孤独」の課題に焦点を当てたさまざまな取組につ

いて、積極的に情報発信を行いました。さらに、子ども食堂など子どもの居場所づくり

活動を応援するため、 「まちのちゃぶ台ネットワーク」との連携を進めるとともに、地域

支え合い活動創出事業として、おしゃべり電話事業を拡充しつつ、事業者と地域をつな

いだ買い物支援活動の創出や、花壇プロジェクトの実施展開を進めました。 

 

２．生きづらさ、生活のしづらさを感じて困っている人が参加できる地域づくり 

日常生活自立支援事業、生活福祉資金貸付事業、地域あんしん支援員設置事業など本

会が実施する個別支援事業を積極的に活用した相談・支援に取り組みました。また、京

都市社協が実施するひきこもり支援、チャレンジ就労体験事業、成年後見支援センター

等の取組や、京都市の生活困窮者自立支援事業、区役所保健福祉センターの相談・支援

との連携と協働を意識して、狭間のない相談・支援活動に努めました。 

また、誰ひとり取り残さない地域共生社会を目指して、多様性が尊重され「つながり、

支え合う」地域づくりと当事者の参加支援を進めていく、京都市社協の「kyoto こころつ

ながるプロジェクト」に積極的に参画するとともに、山科区独自の取組である「フリー

スペース」を軸に、生きづらさを抱えた方がその個性を発揮できることを目的とした参

加支援を行う取組を、地域役員・ボランティアの方々等の関係者とともに進めました。 

 

この「第 4 期山科区地域福祉活動計画」は令和 6 年度で最終年度となり、この 5 年間の

成果と課題をしっかりと分析するととも、次期計画となる「第 5 期山科区地域福祉活動計

画」を各関係者や、地域福祉活動の担い手、またその参加者の方たちなど、様々なご意見

を踏まえて策定しました。 
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Ⅱ．事業の概要 
 

１．法人運営 

諸会議については、区社協の意思決定及び事業執行を組織的に行うために、正副会長会議、

学区社協会長会議を定例で開催するとともに、理事会、評議員会、監事会、評議員選任・解任

委員会を開催しました。 

賛助会員の募集については、この間減少傾向が続いていましたが、学区社協や経済同友会な

どのご協力や大口の賛同があったため微増となりました。賛助会費は、福祉活動を支える大き

な財源であり、さらなる働きかけの工夫が必要です。 

実習・体験学習の受入については、2 名の社会福祉士相談援助実習生を受け入れました。 

 

⑴  会議 

①正副会長会議 
開催年月日 場所 内        容 

令和 6 年 4 月 9 日（火） 区社協 

○令和 6 年度事務局体制について 

○理事・評議員の退任について 

○会員名簿について 

○令和 5 年度賛助会員募集結果について 

○令和 5 年度特別助成について 

○令和 6 年度年間事業予定について 

令和 6 年 5 月 14 日（火） 区社協 

○令和 5 年度事業報告・決算／令和 6 年度第 1 次補正予算について 

○監事会について 

○学区社協会長会議について 

○第 1 回理事会、評議員選任・解任委員会について 

○第 1 回評議員会（定時評議員会）について 

○第 1 回山科区地域福祉推進委員会について 

令和 6 年 6 月 11 日（火） 区社協 

○第 5 期山科区地域福祉活動計画の進捗について 

○第 1 回山科区地域福祉推進委員会について 

○第 1 回評議員会（定時評議員会）について 

令和 6 年 7 月 9 日（火） 区社協 

○第 5 期山科区地域福祉活動計画の進捗について 

○共同募金配分金助成金交付説明会について 

○学区社協会長会議について 

○山科区の地域福祉を考える集いについて 

令和 6 年 8 月 6 日（火） 区社協 

○第 5 期山科区地域福祉活動計画の進捗について 

○社会福祉大会について 

○山科総合福祉会館を拠点としたイベント企画について 

令和 6 年 9 月 10 日（火） 区社協 

○第 5 期山科区地域福祉活動計画の進捗について 

○社会福祉大会について 

○山科総合福祉会館を拠点としたイベント企画について 

令和 6 年 10 月 8 日（火） 区社協 
○第 5 期山科区地域福祉活動計画の進捗について 

○社会福祉大会について 

令和 6 年 11 月 12 日（火） 区社協 
○第 5 期山科区地域福祉活動計画の進捗について 

○学区社協会長会議について 

令和 6 年 12 月 10 日（火） 区社協 ○こころつながる PJ「いろんな作品展示会」について 

令和 7 年 1 月 14 日（火） 区社協 ○第 5 期山科区地域福祉活動計画（素案）について 

令和 7 年 2 月 4 日（火） 区社協 ○学区社協「特別助成」について 

令和 7 年 3 月 14 日（火） 区社協 

○第 2 回理事会・第 2 回評議員会について 

○令和 6 年度第 2 次補正予算について 

○令和 7 年度事業計画並びに資金収支予算について 

○事務局規程の改正について 

○学区社協「特別助成」について 

○第 5 期山科区地域福祉活動計画（最終報告）について 
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②理事会 
開催年月日 場所 内        容 

令和 6 年 5 月 28 日（火） 区社協 

【第 1 号議案】評議員選任・解任委員会の招集について 

【第 2 号議案】評議員補充選任候補者の推薦について 

【第 3 号議案】理事補充選任候補者の推薦について 

【第 4 号議案】顧問の委嘱について 

【第 5 号議案】令和 5 年度事業報告及び決算について 

【第 6 号議案】令和 6 年度資金収支第 1 次補正予算について 

【第 7 号議案】定款の変更について 

【第 8 号議案】評議員の選任に関する規程の改定について 

【第 9 号議案】経理規程の改定について 

【第 10 号議案】評議員会の招集について 

令和 7 年 2 月 18 日（火） 

【決議の省略】 
区社協 【第１号議案】評議員会の招集について 

令和 6 年 3 月 25 日（火） 区社協 

【第 1 号議案】令和 6 年度資金収支第 2 次補正予算について 

【第 2 号議案】令和 7 年度事業計画並びに資金収支予算について 

【第 3 号議案】事務局規程の改正について 

 

③評議員会 
開催年月日 場所 内        容 

令和 6 年 6 月 25 日（火） 区社協 

【第 1 号議案】理事の補充選任について 

【第 2 号議案】令和 5 年度事業報告及び決算について 

【第 3 号議案】令和 6 年度資金収支第 1 次補正予算について 

【第 4 号議案】定款の変更について 

【第 5 号議案】理事の選任に関する規程の改定について 

令和 7 年 3 月 25 日（火） 区社協 
【第 1 号議案】令和 6 年度資金収支第 2 次補正予算について 

【第 2 号議案】令和 7 年度事業計画並びに資金収支予算について 

 

④監事会 
開催年月日 場所 内        容 

令和 6 年 5 月 20 日（月） 区社協 

○令和 5 年度京都市社会福祉法人指導監査の実施結果について 

○令和 5 年度法人運営監査について 

○令和 5 年度事業監査について 

○令和 5 年度会計監査について 

 

⑤学区社協会長会議 
開催年月日 場所 内        容 

令和 6 年 5 月 23 日（木） 区社協 

○重点事業助成額について 

○令和 6 年度版健康すこやか学級の手引きについて 

○山科社会福祉大会について 

○地域福祉活動計画策定に係る学区社協ヒアリングについて 

令和 6 年 7 月 18 日（木） 区社協 

○第 5 期山科区地域福祉活動計画の進捗につい 

○京都市避難行動要支援者名簿について 

○山科区の地域福祉を考える集いについて 

○助成金について 

令和 6 年 9 月 26 日（木） 区社協 

○第 5 期山科区地域福祉活動計画の進捗について 

○山科社会福祉大会について 

○広報紙 Be-Vo43 号について 

令和 6 年 11 月 21 日（木） 区社協 
○第 5 期山科区地域福祉活動計画の進捗について 

○学区社協活動助成実施状況について 

令和 7 年 1 月 23 日（木） 区社協 

○第 5 期山科区地域福祉活動計画の進捗について 

○健康すこやか学級事業について 

○広報紙 Be-Vo44 号について 

○役員等退任感謝状対象者名簿の提出について 

○新年度ボランティア保険の加入について 
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令和 7 年 3 月 14 日（木） 区社協 

○令和 6 年度賛助会員募集実績 

○令和 6 年度特別助成について 

○令和 7 年度学区社協助成について 

 

⑥財務委員会 
開催年月日 場所 内       容 

令和 6 年 7 月 2 日（火） 区社協 

○令和 6 年度共同募金配分金について 

○共同募金配分金による事業助成の審査について 

○共同募金配分金助成金交付説明会について 

令和 7 年 2 月 20 日（金） 区社協 

○令和 6 年度賛助会費の募集状況について 

○令和 6 年度ボランティア活動支援助成・福祉関係団体等事業助成

執行状況について 

○令和 7 年度共同募金配分金について 

○令和 7 年度ボランティア活動支援助成について 

○第 5 期山科区地域福祉活動計画について 

 

⑦共同募金配分金助成金交付説明会 
開催年月日 場所 内        容 交付 

令和 6 年 8 月 2 日（金） 区社協 

○講評 

○助成金使途説明 

○共同募金配分金の交付及び完了報告について 

37 団体 

 

⑧評議員選任・解任委員会 
開催年月日 場所 内        容 

令和 6 年 5 月 28 日（火） 区社協 ○評議員の補充選任について 

 

⑵  会員の加入促進 
会員区分 会員数 入退会 

第 1 号会員  学区社会福祉協議会 13  

第 2 号会員  区民生児童委員会 1  

第 3 号会員  社会福祉事業施設 87  

第 4 号会員  社会福祉事業団体 8  

第 5 号会員  社会福祉関係団体 11  

第 6 号会員  社会福祉関係行政機関 5  

合    計 125  

 

⑶  賛助会員の募集 

学区 賛助会費実績(円) 学区 賛助会費実績(円) 学区 賛助会費実績(円) 

勧  修 1,029,000 陵ヶ岡 494,400 小  野 911,300 

山  階 762,300 大  宅 520,300 音羽川 1,153,700 

鏡  山 630,100 山階南 858,600 西  野 682,600 

音  羽 591,000 百  々 576,500 事務局 323,000 

安  朱 1,116,000 大  塚 850,000 合  計 10,498,800 

 

⑷  福祉基金の運用 
名称 積立額 預金先 運用方法 

福祉基金 4,000 万円 4 か所（ペイオフ対策） 定期預金 

 

⑸  実習・体験学習の受入 
種別 受入期間 受入先 受入人数 

ソーシャルワーク実習 令和 6 年 9 月 10 日（火）～10 月 19 日（土） 佛教大学 1 名 
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ソーシャルワーク実習 
令和 6 年 8 月 22 日（木）～ 9 月 12 日（木） 

令和 7 年 2 月 5 日（水）～ 2 月 21 日（金） 
京都女子大学 1 名 

 

 

２．企画広報事業 

「第 4期山科区地域福祉活動計画」に基づく取組をすすめ、同時に最終年度にあたり進捗を

確認するとともに、多くの関係者や区民の声を基にして次期計画となる「第 5期山科区地域福

祉活動計画」の策定に取組みました。 

区社協事業の多くの場面で、生きづらさを抱えた方の参加支援を意識した取組をすすめまし

た。広報誌についても、わかりやすく区民へ伝えることを目標に作成しました。 

 

⑴  第 4期山科区地域福祉活動計画の推進 

第 4 期山科区地域福祉活動計画（令和 2 年度～令和 6 年度） 

あなたの番です！みんなが主役の「福祉のまちづくり」 

＜基本目標 1＞ 

みんなが、地域に役割や生きがいを持って福祉のまちづくりに参加できる取組を進め、災害時の助け合いに

も活かせる強いつながりづくりに努めます 

   推進の柱⑴  地域を支えている福祉活動を、見て・知って・関わる取組を進めます。 

   推進の柱⑵  できる人ができる時にできる事で支え合う活動を多様な形で広げます。 

   推進の柱⑶  子どもたちに「世代を超えて人とつながり支え合うことの大切さ」を伝えるために、地域や 

               福祉に関わる機会を増やす取組を進めます。 

   推進の柱⑷  学区ごとに設定された重点目標の達成に向けて、学区に暮らすみんなの力で福祉のまちづく 

               りを進めます。 

＜基本目標 2＞ 

さまざまな個人・団体・関係機関などが地域でつながり、住民の暮らしの充実や安心を実感できる仕組みづ

くりを進めます 

   推進の柱⑴  生きづらさ・生活のしづらさを感じて困っている人に、それぞれの立場で関心を寄せる機会 

               づくりを進めます。 

   推進の柱⑵  生きづらさ・生活のしづらさを感じて困っている人に、地域で身近な人が気づき、つなぎ、 

               支える仕組みづくりを進めます。 

   推進の柱⑶  生きづらさ・生活のしづらさを感じて困っている人に、多様な関係者が関わり、支える関係 

               づくりを進めます。 

 

⑵  第 5期山科区地域福祉活動計画の策定 

第 5 期山科区地域福祉活動計画（令和 7 年度～令和 11 年度） 

あなたとわたしの番です！みんなが主役の「福祉のまちづくり」  ワクワクワク（和く・輪く・沸く） 

共に生きる福祉のまち－山科－ 

＜基本目標 1＞ 

みんなが、地域に役割や生きがいを持って福祉のまちづくりに参加できる取組を進め、災害時の助け合いに

も活かせる強いつながりづくりに努めます 

   推進の柱⑴  地域を支えている福祉活動を、見て・知って・関わる取組を進めます。 

   推進の柱⑵  できる人ができる時にできる活動を多様な形で広げます 

   推進の柱⑶  学区ごとに設定された重点目標の達成に向けて、学区に暮らすみんなの力で福祉のまちづく 

               りを進めます 

＜基本目標 2＞ 

さまざまな個人・団体・関係機関などが地域でつながり、住民の暮らしの充実や安心を実感できる仕組みづ

くりを進めます 

   推進の柱⑴  生きづらさや生活のしづらさを感じている当事者のことについて、関心を高める取組を行い 

               ます 

   推進の柱⑵  生きづらさや生活のしづらさを感じている人を支えるために、関係者は協力して必要な支援 

               を行います 
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⑶  啓発事業 

①第 30 回山科社会福祉大会 

［日時］  令和 6 年 11 月 9 日（土）13:30～15:20 

［会場］  東部文化会館 

［顕彰］  表彰  69 名／3 団体    感謝状  7 名／1 団体 

［内容］  第 1 部  式典 

第 2 部  オープニング「バイオリン演奏」  奏者：豊田  久美  氏 

        記念講演「健康と生きがいづくりに役立つ笑いの力」 

                                講師：大道芸人（たっきゅうさん こと）田久  朋寛  氏 

［参加］  221 名 

 

②kyoto こころつながるプロジェクト～誰ひとり取り残さない社会をめざして～（市社協共催） 

 

③第 22 回 ぐるっとふれ愛まちフェスタ in 山科 参画 

［日時］  令和 6 年 11 月 4 日（祝）11:00～15:00 

［会場］  山科総合福祉会館及び近隣 

［内容］  ①ヨーヨーパフォーマンスショー＆競技ヨーヨー体験コーナー  

          ②山科中央老人福祉センター 成果発表《作品展示会》 

          ③花壇 PJ×レジン企画 

          ④花壇 PJ・災害ボランティアセンター啓発 

          ⑤やませいフェスタレジン企画  等 

 

⑷  福祉情報発信事業 

①機関誌「Be-Vo」 
号 内        容 

第 43 号 

○顔の見える関係づくりと災害ボランティアセンター 

○ボランティアセンターだより 

○賛助会員への加入をお願いします 

○赤い羽根共同募金にご協力ください 

○クロスワードパズル 

第 44 号 

○花壇プロジェクト～第３回お花の総選挙 １位になる花はどれ！？   

あなたの１票で花壇が華やかに！ 

○フリースペース山科総合福祉会館  花壇プロジェクト公式 LINE 紹介 

○チャリティボックス 

○Takeshi の節約まめちしき！  チャーハンの作り方 

 

②インターネットからの情報発信 
ホームページ（https://yamashina-shakyo.or.jp/） 

○山科区社会福祉協議会について 

（沿革、会員、山科区地域福祉活動計画、事業計画、機関誌・刊行物・動画、公表書類） 

○山科区の福祉情報いろいろ 

（地域福祉活動ブログ、福祉講座・イベント情報、福祉ボランティア情報、山科区の福祉統計、災害ボラン

ティア情報） 

○山科区福祉総合マップ 

（子どものこと、おとしよりのこと、障害のあるかたへ、それ以外のこと、居場所・フリースペース等） 

○アクセス／リンク／ポリシー／サイトマップ 

○お問合せ 

インスタグラム（https://www.instagram.com/yamashinashakyo/） 

ツイッター（https://twitter.com/yamashinashakyo） 

YouTube（https://www.youtube.com/channel/UCi-IJjSqY3Z3fXUC-svs8UQ） 
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⑷  研修事業 

①地域福祉活動実践交流会 
開催年月日 場所 内    容 参加 

令和 6 年 8 月 29 日（木） 

 

（山科区地域福祉推進委員会

／地域支え合い活動創出事業 

と共同） 

東部 

文化会館 

○やましなのふりすぺ～「ひとりぼっちをつくらないた

めに」から始まった～ 

京都市社会福祉協議会参加支援部  部長  丹生卓也 

○実践報告 

・フリースペースたけはな：佐藤育代氏  

・フリースペースみんなの家大宅： 

                          森登茂子氏・古村久美子氏 

○意見交流 

49 名 

 

⑸  福祉総合相談事業   相談受付件数：425 件 

 

⑹  福祉関係団体・施設への支援（福祉関係団体事業助成） 

団体名 
申請額 

（円） 

交付額 

（円） 
団体名 

申請額 

（円） 

交付額 

（円） 

山科区保育園協議会 47,000 47,000 手をつなぐ育成会東部支部 65,000 65,000 

山科区身体障害者団体連合会 56,000 56,000 山科区ひとり親家庭福祉会 38,000 38,000 

山科区肢体障害者協会 46,000 36,000 山科区老人クラブ連合会 47,000 47,000 

山科視覚障害児者協会 46,000 46,000 山科区遺族会連合会 38,000 38,000 

聴覚障害者協会山科支部 46,000 40,000 山科区少年補導委員会 47,000 47,000 

中途失聴・難聴者協会山科支部 46,000 46,000 社会を明るくする運動山科区実行委員会 53,000 53,000 

山科区身体障害児者父母の会 35,000  35,000 ふれあい“やましな”実行委員会 123,000 123,000 

14 団体 合計 733,000 723,000 

 

 

３．ネットワーク事業 
地域福祉推進ネットワークについては、地域支え合い活動創出事業と共同し、地域福祉を考

える集いやいろんな作品展示会の開催を通じて「参加支援」の視点をもった場づくりを推進し

ました。 

また、第５期地域福祉活動計画策定にむけて、山科区地域福祉推進委員会や各種事業でこれ

までの取組の振り返りや、今後の活動にむけた思いを共有し、計画に反映させました。 

子どもの居場所づくり支援の輪サポート事業では、「まちのちゃぶ台ネットワーク山科」と

の共催による「研修会・交流会」を対面とオンラインで 2回開催しました。対面開催では、実

際に子ども食堂の開催日にその場で実施し、関心のある区民の情報交換や繋がりづくりに注力

しました。 

 

⑴  地域福祉ネットワーク 

①山科区地域福祉推進委員会 

１）山科区地域福祉推進委員会 
開催年月日 場所 内容 

令和 6 年 6 月 14 日（火） 区社協 

○令和 5 年度事業報告及び決算報告について 

○令和 6 年度事業計画(案)及び予算(案)について 

○フリースペースについて 

○山科区における子どもへの食事提供支援事業について 

○第 5 期山科区地域福祉活動計画における各地域福祉推進委員と

の意見交換 

令和 7 年 2 月 21 日（金） 区社協 
○令和 6 年度上半期事業報告 

○第 5 期山科区地域福祉活動計画（案）について 
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２）山科区の地域福祉を考える集い 
開催年月日 場所 内    容 参加 

令和 6 年 8 月 29 日（木） 

 

（山科区地域福祉推進委員会

／地域支え合い活動創出事業 

と共同） 

東部 

文化会館 

○やましなのふりすぺ～「ひとりぼっちをつくらないた

めに」から始まった～ 

京都市社会福祉協議会参加支援部  部長  丹生卓也 

○実践報告 

・フリースペースたけはな：佐藤育代氏  

・フリースペースみんなの家大宅： 

                          森登茂子氏・古村久美子氏 

○意見交流 

49 名 

 

３）地域福祉の課題や活動事例、地域における公益的な取組の把握、共有、発信 
開催年月日 場所 内        容 参加 

令和 6 年 12 月 19 日（月） 

～11 日（水） 

（山科区地域福祉推進委員会

／地域支え合い活動創出事業

と共同） 

区社協 

テーマ：いろんな作品展示会・ワークショップ 

【展示】 

・木工ゲーム展示（東総合支援学校） 

・ボードゲーム・クロスワード展示（ひきこもり支援対

象者） 

・絵の展示（デイサービス職員） 

・花壇 PJ 作品展示 

・鉄道写真展示（鉄道展～東北を旅して～） 

・手作り作品など 

【ワークショップ】 

・ちぎり絵ワークショップ （日常生活自立支援事業利用者） 

・花壇 PJ ワークショップ（花壇 PJ ボランティア） 

・レシピ展示＆調理企画（あんしん支援員事業対象者×

ボランティア） 

・紙芝居（日常生活自立支援事業利用者×ボランティア

団体） 

・木工射的ゲーム（ひきこもり支援対象者） 

・ゲームマスターによるボードゲーム会・クロスワード

（ひきこもり支援対象者） 

156 名 

 

４）山科区福祉総合マップ（https://yamashina-shakyo.or.jp/maptop/） 
更新日 内        容 

随時 

・子どものこと 

・おとしよりのこと 

・障害のあるかたへ 

・それ以外のこと 

・居場所（フリースペース）※居場所・通いの場の追加など 

 

５）フリースペース「みんなの家★山科」 
実施場所 実施日時 

山科醍醐こどものひろば 

（山科区音羽伊勢宿町 33-77） 

毎月 第 1･3･5 月曜日 午後 1 時 ～ 午後 4 時 

【計 23 回開催】 

山科総合福祉会館 

（山科区西野大手先町 2-1） 

毎週 水曜日 午前 10 時 ～ 午後 4 時 

【計 51 回開催】 

笑顔とふれあいの家みささぎ「みささぎ」 

（山科区御陵原西町 42） 

毎月 第 2･4 水曜日 午後 1時 ～ 午後 4 時 

【計 18 回開催】 

東総合支援学校「ふれあいスペース絆」 

（山科区大塚高岩） 

毎週 火曜日 午前 10 時 ～ 午後 4 時 

【年間通して休止】 

るまんやましな「みんなの家大宅」 

（山科区東野門口町 1-2） 

毎月 第 2 火曜日 午前 11 時 ～ 午後 2 時 30 分 

【計 11 回開催】 

山階南小学校内「絆ひろば」 

（山科区東野八代 10） 

毎月 第 3 土曜日 午前 9 時 ～ 午前 12 時 

【計 12 回開催】 

安朱自治会館「アルモンデ」 

（山科区上野御所ノ内町 46） 

毎月 第 3 月曜日 午後 1 時 ～ 午後 4 時 

【計 9 回開催】 

小野児童館「居場所・井戸端」 毎月 第 2 土曜日（12 月～3月休み） 
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（山科区小野蚊ケ瀬町 15） 午前 10 時 15 分 ～ 午前 11 時 45 分  【計 8 回開催】 

デイサービスすばる勧修寺「居場所・井戸端」 

（山科区勧修寺瀬戸河原町 161） 

奇数月 第 2 土曜日（12 月～3 月休み） 

午前 10 時 15 分 ～ 午前 11 時 45 分  【計 4 回開催】 

音羽リハビリテーション病院「“絆”at おおつか」 

（山科区小山北溝町 32-1） 

毎月 第 4 土曜日 午前 11 時 15 分 ～ 午前 12 時 

【計 11 回開催】 

山科合同福祉センター「“たけはな”」 

（山科区竹鼻四丁野町 34-1） 

毎月 第 2･4 火曜日 午前 10 時 ～ 午後 1 時 

【計 22 回開催】 

四ノ宮の家「四ノ宮の家」 

（山科区四ノ宮神田町 26） 

毎月 第 2 土曜日 午後 1 時 ～ 午後 3 時 

【計 12 回開催】 

西野公会堂「西野」 

（山科区西野広見町） 

毎月 第 2 土曜日 午前 10 時 ～ 午後 4 時 

【計 10 回開催】 

専正寺会館「ふれあいカフェ」 

（山科区 西野山百々町 181） 

毎月 第 2 金曜日 午前 12 時 ～ 午後 3 時 

【計 11 回開催】 

KYOTO 泉チャーチ「鏡山・泉」 

（山科区西野楳本町 10−4） 

毎月 第 2 火曜日 午後 1 時 ～ 午後 3 時 

【計 5 回開催】 

※利用実績 合計 3,243 人 

 

６）子ども食堂活動助成 

団体名 
申請額 

（円） 

交付額 

（円） 
団体名 

申請額 

（円） 

交付額 

（円） 

子ども食堂ゆたか 100,000 80,000 このまちしょくどう 30,000 30,000 

やませいカフェ 100,000 70,000 子どもの居場所 みんなにっこにこ 10,0000 80,000 

やませい食堂 50,000 40,000 椥みんカフェ 50,000 40,000 

みんなの家あのね食堂 50,000 40,000 子どもお弁当食堂 サンフラワー 50,000 40,000 

ミンナソラノシタ防災フードシェアリング 50,000 40,000 にじいろキッチン 50,000 40,000 

14 団体 合計 630,000 500,000 

 

②山科区民生児童委員会との連携 

○山科区民生児童委員大会への出席（令和 6 年 9 月 6 日） 

○民生児童委員会会長会への出席（随時） 

 

③山科区共同募金会との連携（共同募金運動への協力） 

○共同募金運営委員会への出席 

○募金箱の設置 

○街頭啓発への参加 

 

④行政関係ネットワークへの参画 

○山科区民まちづくり会議 

○ふれあい“やましな”実行委員会 

○山科区行政推進会議 

○山科区スマートフォンアプリ運営協議会 

 

⑵  高齢者福祉ネットワーク 

①地域包括支援センターとの連携 

１）山科区地域包括支援センター運営協議会（3回） 

２）山科区地域包括支援センター運営会議（10回） 

３）日常生活圏域地域ケア会議（4回） 

４）学区地域ケア会議（4回） 

 

②山科区在宅医療・介護連携支援センター運営委員会 

１）運営会議（4回） 

２）ACP 班（2回） 

３）わたしの緊急情報シート班（3回） 
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４）オーラルフレイル予防班（3回） 

５）周知の場の把握班（1回） 

 

③山科・介護者の会「はげましの会」の活動支援 
○世話人会への会場提供、助言 

○活動助成の交付 

○区民まつりへの出展協力 

 

④高齢者等見守り活動企業連携事業への協力 
協定企業 件数 

京滋ヤクルト販売 0 

近畿中央ヤクルト販売 0（山科区はエリア外） 

京都生活協同組合 4 

合    計 4 

 

⑶  障がい者福祉ネットワーク 

①京都市東部障害者地域自立支援協議会 

１）全体会議（1回） 

２）運営会議（12 回） 

３）支援会議（0回） 

４）地域懇談会 
開催年月日 場所 内        容 参加 

令和 7 年 2 月 5 日（水） 醍醐支所 

テーマ：「障がいのある方の地域での暮らしについて考え

る」 

○福祉事業所の実践事例を通じたリレートーク 

「事例から学ぶ“地域ニーズ”と“事業所の関わり”」 

  ・オリーブホットハウス 

  ・からしだねワークス 

  ・南山城学園 

  ・だいご学園 

  ・ファシリテーター  山田 大地 氏 

          京都市文化市民局  地域自治推進室 

          京都市まちづくりアドバイザー  醍醐支所担当 

○福祉事業所との交流（ブース回り） 

  ・山科・東山・醍醐の障害関係 12 事業所 

64 名 

 

②山科こころの健康を考える会 

１）幹事会（1回） 

２）総会（1回） 

３）実行委員会（3 回） 

 

③知的ハンディのある人を支える合同研修 
開催年月日 場所 内        容 

令和 6 年 6 月 28 日（金） 区社協 ○おしゃべりカフェ「晴ればれ」 

令和 6 年 7 月 30 日（火） 区社協 ○公開合同学習会「「知的障害児者の暮らしについて」 

令和 6 年 3 月 28 日（金） 区社協 ○おしゃべりカフェ「晴ればれ」 

 

⑷  子育て支援ネットワーク 

①やましな子育て支援連絡会 

１）幹事会 
開催年月日 場所 内        容 

令和 6 年 6 月 11 日（火） 区役所 ○令和 6 年度子育て支援連絡会研修会について 
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２）代表者会議 
開催年月日 場所 内        容 

令和 6 年 6 月 28 日（金） 区役所 
○令和 5 年度事業報告について 

○令和 6 年度事業計画について 

 

３）研修会 
開催年月日 場所 内        容 

令和 6 年 11 月 29 日（土） 区役所 講師：京都市児童福祉センター診療療育課  医師  上野千穂 氏 

 

②山科区要保護児童対策地域協議会 

１）代表者会議 
開催年月日 場所 内        容 

令和 6 年 6 月 28 日（金） 区役所 
○京都市における児童虐待相談・通告等の状況について 

○山科区における要保護児童対策の現状について 

 

③障がい児の長期休み支援事業（あそびの広場） 
開催年月日 場所 内        容 

令和 6 年 7 月 21 日（日） 
ﾘﾝｸｻﾎﾟｰﾄ

京都山科 

夏休みあそびの広場～みんなで夏祭り～ 

・みんなで楽しむ夏祭り/水遊び/バルーンアート 

【参加者：子ども 25 名、保護者 19 名  ボランティア：10 名】 

令和 7 年 3 月 23 日（日） 
ﾘﾝｸｻﾎﾟｰﾄ

京都山科 

春休みあそびの広場～スポーツ施設でミニ運動会～ 

・みんなで楽しむ運動会/保護者の豚汁づくり/ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝｽﾎﾟｰﾂ体験 

【参加者：子ども 32 名、保護者 25 名  ボランティア：11 名】 

 

④山科子育て応援団の活動支援 

○子育てサロンへの会場提供 

○活動助成の交付 

 

⑤あそぼランド 
開催年月日 場所 参加 連携法人施設 

令和 6 年 7 月 25 日、 

8 月 1 日、8 日、22 日 

山科総合 

福祉会館 
乳幼児親子 36 組 

山階児童館 

山科老人デイサービスセンター 

山科中央老人福祉センター 

 

⑥子どもの居場所づくり支援の輪サポート事業の推進 

１）研修会・交流会 
開催年月日 場所 内        容 参加 

令和 6 年 11 月 16 日（土） 
本願寺 

山科別院 

○趣旨説明「子ども食堂の新しい展開」 

まちづくりアドバイザー 山科区担当  谷 亮治氏 

○実践報告「こども食堂にじいろキッチン」 

・にじいろキッチン代表  田中 純子氏 

・京都橘大学学生まちづくり研究会 

・和’ｓハウジング醍醐支店支店長 

・本願寺山科別院輪番 

○グループトーク 

○報告者よりコメント 

33 人 

令和 7 年 2 月 9 日（日） 
オンライン

（ZOOM） 

○実践報告  「みんなの家あのね食堂の取組」 

みんなの家あのね食堂代表  石橋 典子氏 

○質疑応答、意見交換 

14 人 
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４．学区社会福祉協議会支援事業 

健康すこやか学級を含めた学区社協活動については、定例の取組に加え新型コロナ感染症の

影響で休止（縮小）していた催事の再開、近隣学区同士の協働、大学との連携、高齢者や障害者

など支援が必要な人を対象としたちょっとした困りごとに対するボランティア派遣「ちょいボ

ラ」の増加がみられました。また、「参加支援」の視点から、誰もが「好きなこと」「得意なこ

と」を活かして参加できる地域づくりが進められています。 

一方で、地域活動・福祉活動の基盤となる自治会・町内会の低迷に伴い、担い手（継承者）の

確保や参加者の固定化が課題となっています。 

第 5 期山科区地域福祉活動計画の策定における「学区重点目標」の更新については、各学区

ヒアリングを実施しました。これまでの学区社協活動を振り返るとともに地域活動の魅力を整

理し、地域・社会の課題解決や活性化に向けて協議する機会となりました。  

 

⑴  学区社協台帳の更新（令和 5年度実績） 

 

⑵  学区重点目標の推進 
学区 重点目標 

勧  修 ○若手の育成とベテランの若返り 

山  階 ○三世代でつながりを一緒に～常に一声、声かけを～ 

鏡  山 

○広報等の情報発信を充実させ、住民同士がつながれる取組をすすめ、地域内に学区社協の活動をひ

ろめます 

○生活に寄りそって気くばり・目くばりを続けながら、あらゆる世代が集える新たな居場所作りに取

り組みます 

音  羽 ○地域に密着。身近な小さなことから、学区の成果など様々な情報を繰り返し発信し続ける 

安  朱 

○新たな共生社会を目指す 

○子どもたちと共に、子育て世代と多くの高齢者や障がい者の方々、新しく住民になられた方がもっ

と近づける、活動できる、そんな事業や居場所がある地域共生社会を目指します 

陵ヶ岡 ○地域の高齢者との交流を密にする取組をどのようにすれば出来るのか考え、行動してみる 

大  宅 

○子どもから高齢者までの交流機会を増やし、その関わりの中で地域の中で子どもを育てる風土づく

りを進めます 

○多様な人が楽しみながら繋がり、お互いを知ることで、助け合える地域を目指します 

山階南 
○地域で一つになろう！ 

○顔なじみの関係づくりを推進し、全世代がつながる機会を増やします 

百  々 
○組織・活動の活性化～みんなでいこか！楽しく無理なく参加できるように～ 

○社協と民協を柱に各種団体と密に連携する 

大  塚 
○ご近所みんなで「見守り、よりそい、支え合える」関係づくりを促します 

○地域で一体となって、関係機関とも連携しながら、福祉のさらなる充実に向けた取組をすすめます 

小  野 ○各種行事への参加者を増やし、顔の見える関係づくりや担い手の確保に努める 

音羽川 
○地域全体で子どもを見守り、全世代交流を通してみんなが挨拶しあえるような、助け合える地域づ

くりを行う 

西  野 
○楽しく地域でボランティア活動ができる機会を増やす 

○住民が主体となって（住民参加型）さまざまなアイデアが活きる地域づくりをすすめます 

 

⑶  学区社協活動総合推進事業の推進 

①学区社協活動総合推進事業 
区分 項        目 

１  ①学区ボランティアセンターの設置 

２  学びあう活動 ②福祉調査の実施、③福祉相談事業の実施、④福祉研修会の開催、⑤広報紙の発行 

３  ふれあう活動 
⑥当事者の仲間づくり事業の実施、⑦当事者と地域の交流事業の実施、 

⑧学区の居場所の設置運営 

４  支えあう活動 
⑨見守り活動の実施、⑩寝具クリーニングの実施、⑪ふれあい配食の実施、 

⑫災害時要配慮者支援訓練の実施、⑬ちょいボラの調整 

５  ⑭健康すこやか学級事業の実施 

６  ⑮重点事業の実施 

７  特別助成の実施 
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②学区社会福祉協議会の活動への助成状況 
項目／学区 勧修 山階 鏡山 音羽 安朱 陵ヶ岡 大宅 山階南 百々 大塚 小野 音羽川 西野 助成率 

学区ボランティアセンター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13/13 

福 祉 調 査 ○ ○ ○  ○ ○ ○  ○  ○ ○  9/13 

福 祉 相 談 ○  ○           2/13 

福 祉 研 修 会 ○ ○   ○ ○  ○   ○   6/13 

広 報 紙 ○ ○ ○  ○ ○ ○  ○  ○   8/13 

仲 間 づ く り ○   ○ ○ ○  ○ ○   ○ ○ 8/13 

地 域 と の 交 流 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○  ○ ○ ○ 12/13 

学 区 の 居 場 所              0/13 

見 守 り 活 動 ○ ○ ○     ○ ○  ○ ○  7/13 

寝 具 ク リ ー ニ ン グ ○ ○ ○ ○    ○   ○ 〇  7/13 

ふ れ あ い 配 食  ○     ○ ○      3/13 

災害時要配慮者支援訓練 ○           ○ ○ 3/13 

ち ょ い ボ ラ ○ ○ ○  ○ ○  ○ ○  ○ ○  9/13 

 

⑷  健康すこやか学級事業の推進 

①健康すこやか学級 
項目／学区 勧  修 山  階 鏡  山   音羽 安  朱 陵ヶ岡 大  宅 山階南 百  々 大  塚 小  野 音羽川 西  野 合  計 

実 施 回 数 54 23 10 7 98 9 2 23 30 16 10 0 26 308 

助 成 回 数 50 23 10 6 50 9 2 21 30 16 10 0 25 252 

参 加 人 数 1,014 171 319 130 3,365 88 19 221 702 209 97 0 267 6,602 

 

②介護予防研修会 
開催年月日 場所 内    容 参加 

令和 6 年 8 月 29 日（木） 

 

（山科区地域福祉推進委員会

／地域支え合い活動創出事業 

と共同） 

東部 

文化会館 

○やましなのふりすぺ～「ひとりぼっちをつくらないた

めに」から始まった～ 

京都市社会福祉協議会参加支援部  部長  丹生卓也 

○実践報告 

・フリースペースたけはな：佐藤育代氏  

・フリースペースみんなの家大宅： 

                          森登茂子氏・古村久美子氏 

○意見交流 

49 名 

令和 6 年 12 月 19 日（月） 

～11 日（水） 

（山科区地域福祉推進委員会

／地域支え合い活動創出事業

と共同） 

区社協 

テーマ：いろんな作品展示会・ワークショップ 

【展示】 

・木工ゲーム展示（東総合支援学校） 

・ボードゲーム・クロスワード展示（ひきこもり支援対

象者） 

・絵の展示（デイサービス職員） 

・花壇 PJ 作品展示 

・鉄道写真展示（鉄道展～東北を旅して～） 

・手作り作品など 

【ワークショップ】 

・ちぎり絵ワークショップ （日常生活自立支援事業利用者） 

・花壇 PJ ワークショップ（花壇 PJ ボランティア） 

・レシピ展示＆調理企画（あんしん支援員事業対象者×

ボランティア） 

・紙芝居（日常生活自立支援事業利用者×ボランティア

団体） 

・木工射的ゲーム（ひきこもり支援対象者） 

・ゲームマスターによるボードゲーム会・クロスワード

（ひきこもり支援対象者） 

156 名 

 

⑸  地域における見守り活動促進事業（避難行動要支援者名簿貸出）への協力 

○名簿の受渡し（年 2 回） 
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５．ボランティアセンター事業 
活動振興援助における公募制の「ボランティア活動支援助成」は、昨年度を上回る 25 団体

からの応募があった一方で、限られた財源のなか減額をしての助成となりました。 

人材育成や活動参画促進にかかる「入門講座」事業については、「ボランティア講座～知的

障がいのある人とともに～」にて協力施設・団体ごとに参加者と対話できる紹介ブースを設け、

ボランティア活動をイメージしやすい場面を設定しました。「視覚障害者ボランティア入門講

座」については、昨年度よりもプログラムにゆとりを持たせることで、当事者と参加者、また

参加者同士での交流が深まりました。「やましなふれあい手話講座」と「やましな要約筆記ボ

ランティア入門講座」においては昨年に引き続き定員を超える応募となっています。地域支え

合い活動創出事業等との連携による「花壇プロジェクト」の取り組みにおいては、敷居の低い

活動参画促進や参加支援の取り組みにチャレンジしています。 

被災地災害ボランティアセンターの支援活動については、能登半島地震に伴い近畿ブロック

社協の一員として京都市域の社協職員が現地、七尾市災害ボランティアセンターの支援に入り

ました。本会からも 1 名派遣となりました。 

山科区災害ボランティアセンター啓発については、上記の活動報告を踏まえ「顔の見える関

係が災害時の安心につながる」を打ち出した「ボランティアセンターだより」を機関誌「Be-

Vo」にて発行しました。複数の地域活動において被災地災害ボランティアセンターの支援活動

報告と災害ボランティアセンター周知を行いました。また、「山科区防災フェア」等のイベン

トにブースを設置し、パネル展示やポスター掲示に取り組んでいます。  

 

⑴  活動振興援助 

①ボランティア活動資材の整備及び貸出 
活動資材 貸出点数  会議室等貸出 件数 

車いす 60 点 ボランティアルーム 82 件 

アイマスク 104 点 会議室 50 件 

点字器 28 点 印刷機 64 件 

貸出件数 56 件  

うち、福祉教育への貸出（山階小、音羽中、山階南小、山階児童館） 

 

②福祉の保険の取次 

保険種類 件数 加入人数 

ボランティア保険 111 件 2,137 名 

福祉行事保険 95 件 7,579 名 

まごころワイド 22 件  

 

③ボランティア活動支援助成 

団体名 助成内容 
申請額 

（円） 

交付額 

（円） 

安朱学区社会福祉協議会 防災イベント アルミ FD テーブル購入費 30,000 17,000 

ながみちカフェ囲炉裏端 ボッチャイベント 会場費・材料費・出演謝礼 30,000 30,000 

みんなの家あのね食堂 子ども食堂 印刷代・広報、事務費 30,000 30,000 

鏡山民生児童委員会 
居場所活動「ほほえみカフェ」 会場費・広報費、消

耗品、工作材料購入費 
30,000 30,000 

小金塚友愛ねっとプロジェクト  小金塚フリースペース 居場所活動 会場費・運営費・材料費 30,000 30,000 

スカイクロス洛東 居場所活動「カフェ＆モルック」材料費・備品購入費 30,000 30,000 

社会福祉法人香東園  香東園やましな 香東園いきいき教室 デジタル背筋力計購入費 30,000 30,000 

山科ひまわり子ども食堂 子ども食堂 皿購入費 30,000 30,000 

公園体操（安永様宅前スペース） 公園体操 会場費 30,000 20,000 

有償ボランティアグループはな花 地域支え合い生活支援活動 活動保険料 30,000 30,000 

山科地区更生保護女性会 広報誌「山科更女だより」発行 デザイン・印刷費 30,000 10,000 

山科タンタンおもちゃライブラリー 花背山の家雪遊びキャンプ 食事代、宿泊費、交通費 30,000 30,000 

からだを動かしましょう（八重様宅ガレージ） 公園体操 会場費 3,000 3,000 

京都市要約筆記サークル「かたつむり」山科 情報保障活動費・備品（用紙・ペン）費用 30,000 30,000 
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京都市手話学習会「みみずく」山科支部 聴覚障害者協会山科支部との合同研修会費用 30,000 30,000 

勧修中学校区 こどもの学びサポートプロジェクト 
放課後学習会 クリスマス会/送る会 食材費・消耗品

購入費 
30,000 30,000 

泉アガペセンター 泉ハッピー食堂 食材費・日用品費・保険料・什器品 30,000 30,000 

北部第二井ノ上町 なかよし会 居場所活動 会場費・保険料・事務費・消耗品購入費 30,000 30,000 

公園体操 四ノ宮（さくら）公園/立原公園/山科中央公園 
公園体操 ラジカセ用充電器・ハンドフリーマイク等購

入費用・通信郵送代・登り旗修理費・印刷費 
30,000 20,000 

椥辻みんなの食堂 椥みんカフェ 会場費・食材費・広報、事務費 30,000 30,000 

小金塚ほんわかハウス  おしゃべりひろば活動 備品・消耗品購入費 30,000 30,000 

西念寺 お寺 de café 居場所活動 運営費・教材費・材料費・食材費 30,000 30,000 

このまちしょくどう 子ども食堂 会場費、広報費・食材・消耗品費 30,000 30,000 

無料学習塾 獅子の子学館 
無料学習塾 教科書・PC インク代購入費・駐輪場代・

印刷費 
30,000 30,000 

音羽千歳クラブ 花壇活動/グランドゴルフ/公園体操 備品代 30,000 20,000 

25 団体 合計 723,000 660,000 

 

⑵  相談及び助言 

①ボランティア活動に関する相談対応 

ボランティア相談件数 合計 147 件 

内訳⇒ 

ボランティアしたい 39 件 

ボランティアしてほしい 18 件 

助成金 21 件 

 食材・物資 21 件 

 その他 48 件 

 

②知恵シルバーセンターを活用したコーディネート 

○新規登録団体（0 団体） 

○依頼相談数  （14 件） 

 

⑶  情報の収集・啓発 

①ボランティアセンターだより 

○機関誌「Be-Vo」に「山科ボランティアセンターだより」を掲載 

 

②ボランティア情報の発信 

○チラシの回覧 

○市民しんぶん山科区版への掲載 

○月刊誌「ボランティアーズ京都」の掲載 

○山科区公式アプリ「やましなプラス＋」への掲載 

○山科区社会福祉協議会ホームページ・公式ライン「花壇プロジェクト＠山科」の掲載 

○ボランティア募集サイト「activo」への掲載 

 

⑷  講座・研修等の開催 

①視覚障害者ボランティア入門講座 
開催年月日 場所 内        容 参加 

令和 6 年 7 月 20 日（土） 身障会館 

・視覚に障害を持つ当事者の体験談 

・手引き歩行体験 

・点字の基礎（点字器による文字の打ち方） 

6 名 

令和 6 年 7 月 27 日（土） 身障会館 

・点字名刺の作成 

・日用品のなかの点字表記商品の紹介 

・交流会 

・修了証交付 

5 名 
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②やましなふれあい手話講座 

１）昼の部 
開催年月日 場所 内        容 参加 

令和７年 1 月 15 日（水） 区社協 講座① 伝え合ってみましょう・家族を紹介しましょう 10 名 

令和 7 年 1 月 22 日（水） 区社協 講座② 名前を紹介しましょう・数を使って話しましょう 9 名 

令和 7 年 1 月 29 日（水） 区社協 
講座③ 趣味について話ましょう・仕事について話しましょ

う 
10 名 

令和 7 年 2 月 5 日（水） 区社協 講座④ 都道府県名の手話の由来・指文字を覚えましょう 10 名 

令和 7 年 2 月 12 日（水） 身障会館 
講演「“きこえない人”＝ ろう者のことを知ろう！」 

講師：京都市聴覚障害者協会 
10 名 

 

２）夜の部 
開催年月日 場所 内        容 参加 

令和 7 年 1 月 16 日（木） 区社協 
講座①  自分の名前や好きな色を手話で表現しましょう 

         自己紹介ができるようにしましょう 
9 名 

令和 7 年 1 月 23 日（木） 区社協 

講座②  伝えあってみましょう 

         手話がわからなくても伝える方法があります。物の 

         形をできるだけそのままに表したり気持ちを動きや 

         表情で表してみましょう。 

8 名 

令和 7 年 1 月 30 日（木） 区社協 

講座③  あなたの家族は何人？ 

         家族の手話及び数字の表現を覚えて家族関係や年 

         齢、人数を表現できるようにしましょう。 

9 名 

令和 7 年 2 月 6 日（木） 区社協 

講座③  趣味や交通手段について手話で話しましょう 

         自分の趣味について、見てわかるような身振り、表 

        情などで工夫して表現しましょう。今まで学習した 

        手話を使って、会話ができるようにしましょう。 

8 名 

令和 7 年 2 月 13 日（木） 身障会館 
講演「“きこえない人”＝ ろう者のことを知ろう！」 

講師：京都市聴覚障害者協会 
7 名 

 

③やましな要約筆記（文字通訳）ボランティア入門講座 
開催年月日 場所 内        容 参加 定員 

令和 7 年 2 月 8 日（土） 区社協 

講義＆実演 

・要約筆記の概要・聴覚障害者に関する基礎知識 

講義＆実技 

・三原則（速く・正しく・読みやすく） 

・ロール実習 

講義＆実技 

・筆談・ノートテイク実習 

講義＆実演 

・パソコン 

要約筆記サークル「かたつむり」紹介 

京都市「要約筆記者養成講座」紹介 

19 名 27 名 

 

④ボランティア講座～知的障がいのある人とともに～ 
開催年月日 場所 内        容 参加 

令和 6 年 10 月 19 日（土） 区社協 

1.知的障がいのある人への関わりについて 

2.障がいのある方の社会進出 

3.施設・団体紹介  

4.施設・団体ごとの紹介ブース 

12 名 

 

⑤福祉教育の取組推進（令和 7年 1月末現在） 
開催年月日 場所 内        容 

令和 6 年 6 月 18 日（火） 山階小 車いす体験・点字体験について 

令和 6 年 12 月 6 日（金） 音羽中 車いす体験について 

令和 6 年 12 月 13 日（金） 山階児童館 車いす体験について 

令和７年 1 月 21 日（火） 山階南小 視覚障害について 
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⑥その他、地域支え合い活動創出事業と連携した担い手養成・参加支援の取り組みの実施 

 

⑸  活動者相互の交流の促進 

①山科ボランティアセンター運営委員会（ボランティアグループ連絡会との合同会議） 
開催年月日 場所 内        容 

令和 7 年 2 月 14 日（金） 区社協 

○令和 6 年度山科区ボランティアセンター事業について 

○第 5 期地域福祉活動計画について 

○活動交流・意見交換 

 

②山科ボランティアグループ連絡会への支援 

１）ボランティアグループ連絡会参画グループ 

山科タンタンおもちゃライブラリー／沢ネット/京都市要約筆記サークルかたつむり/京都生協暮ら

しの助け合いの会/NPO 法人山科醍醐こどものひろば/親子支援ネットワーク♪あんだんて♪/あそび

隊/京都市手話学習会みみずく山科支部/京都山科センター合唱団/チャイルドライン京都 

【10 団体】 

 

２）ボランティアグループ連絡会（ボランティアセンター運営委員会との合同会議） 
開催年月日 場所 内        容 

令和 7 年 2 月 14 日（金） 区社協 

○令和 6 年度山科区ボランティアセンター事業について 

○第 5 期地域福祉活動計画について 

○活動交流・意見交換 

 

３）参画グループとの協働活動 

○山科タンタンおもちゃライブラリー（「あそびの広場実行委員会」への参画協働） 

○京都市要約筆記サークルかたつむり（「やましな要約筆記ボランティア入門講座」の実施協力） 

○NP0 法人山科醍醐こどものひろば（「フリースペース」の実施協力） 

○京都市手話学習会みみずく山科支部（「やましなふれあい手話講座」の実施協力） 

 

⑹  災害対策のための環境整備 

①山科区防災会議への参画 
開催年月日 場所 内        容 

令和 6 年 6 月 5 日（木） 区役所 

○令和 5 年度に発生した主な災害について 

○能登半島地震における被害状況及び支援活動について 

○その他防災に係る情報共有について 

 

②山科区災害ボランティアセンター設置・運営訓練 
開催年月日 場所 内        容 

令和 6 年 6 月 20 日（木） 区社協 

○過去の災害ボランティアセンター実地訓練（令和 2 年度・令和

4 年度）と石川県七尾市災害ボランティアセンター職員派遣の

振り返り 

○マニュアル、設置場所、備品、機材などの確認 

 

③山科区災害ボランティアセンター啓発 

１）ボランティアセンターだより 

○機関誌「Be-Vo」にて「顔の見える関係づくりと災害ボランティアセンター」をテーマに、山科ボランティ

アセンターだよりを発行。 
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２）地域での啓発活動 
開催年月日 場所 内        容 

令和 6 年 5 月 １日（水） 
鏡山 

小学校 

鏡山学区ボランティアセンター運営委員会にて災害ボランティアセ

ンター活動紹介および、石川県七尾市災害ボランティアセンター職

員派遣の活動報告 

令和 6 年 5 月 8 日（水） 
鏡山 

小学校 

鏡山学区社会福祉協議会総会にて災害ボランティアセンター活動紹

介および、石川県七尾市災害ボランティアセンター職員派遣の活動

報告 

令和 6 年 5 月 22 日（水） 
山階 

小学校 

山階学区福祉委員会にて災害ボランティアセンター活動紹介およ

び、石川県七尾市災害ボランティアセンター職員派遣の活動報告 

令和 6 年 6 月 23 日（火） 
山階南 

公会堂 

山階南学区東野ブロック防災訓練にて災害ボランティアセンター啓

発ブース出展 

令和 6 年 6 月 25 日（火） 
山階南 

自治会館 

山階南学区民生委員会議にて災害ボランティアセンター活動紹介お

よび、石川県七尾市災害ボランティアセンター職員派遣の活動報告 

令和 6 年 10 月 21 日（月） 
小金塚 

集会所 

音羽学区小金塚第３町内会「なごみ会」にて講話 

○社会福祉協議会とは 

○災害ボランティアセンター活動紹介 

令和 6 年 10 月 26 日（土） 
鏡山 

小学校 

鏡山学区福祉のつどいにてブース出展 

○市・区災害ボランティアセンター活動紹介 （パネル展示・チラシ配架） 

○災害ボランティアなりきりフォトスポット 

令和 6 年 11 月 4 日（月） 区社協 
ぐるっとふれ愛まちフェスタ in 山科にて災害ボランティアセンタ

ー活動紹介パネル展示・チラシ配架 

令和 6 年 11 月 10 日（日） 
音羽 

小学校 

音羽川学区防災訓練にて、防災体験ブースの一つとして車いす体験

を実施。延べ約 90 人が参加。 

令和 6 年 11 月 10 日（日） 
山階南 

小学校 

山階南学区防災訓練にて災害ボランティアセンター活動紹介パネル

展示・チラシ配架 

令和 6 年 11 月 23 日（土） 
山科 

中央公園 

区防災フェア（区総合防災訓練）にてブース出展 

○市・区災害ボランティアセンター活動紹介 （パネル展示・チラシ配架） 

○バルーン配布 

○花壇プロジェクト周知（花の種配布・イベントチラシ配布） 

 

④被災地災害ボランティアセンター支援活動 

○近畿ブロック社協の一員として京都市域社協職員の派遣  

・能登半島地震に伴う七尾市災害ボランティアセンターへの支援 R6/1/25～6/30  

・能登豪雨に伴う輪島市災害ボランティアセンターへの支援 R6/10/18～12/23 

 

 

６．セーフティネット事業 
日常生活自立支援事業については、新規契約がを解約を 6件上回り、前年度比増の 84件の実

動件数となっています。年間の支援回数は 1,958回で昨年度比約 30％の増加となりました。 

また、必要な方への成年後見制度移行を意識するとともに、待機期間の短縮に努め成果を出

しました。 

生活福祉資金貸付事業については、事業に協力いただいている民生委員の負担軽減など制度

運用等に関する見直しがありました。そのようななか、相談件数は 566 件、申請件数は 153 件

ありました。物価高騰の影響もあり生活困窮の相談が増加しています。本貸付対象外の方につ

いては、生活困窮者自立支援制度や生活保護に繋げたり、緊急の場合には食料等の支援物資の

提供を行いました。 

地域あんしん支援員の活動推進については、孤立や困窮、ごみ堆積、福祉サービスの利用拒否

など複合的な課題を抱える方に対して、信頼関係を作りながら寄り添い支援を行いました。対

象者のうち 3名が課題解決につながり支援終了、1名が他区への転居、1名が課題未解決のまま

死亡により支援終了となりました。10 月から重層的支援体制整備事業が本格実施となり、課題

解決のみでなく、参加支援の視点も取り入れた支援に注力しました。花壇プロジェクトや地域
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活動でのボランティア参加、広報誌への記事提供など、対象者の好きや得意を通じて地域等と

つながるケースが増えました。 

 

⑴  日常生活自立支援事業 

①成年後見支援センターとの連携 

成年後見利用促進員との会議を毎月（最終の月曜日定例）実施 

 

②山科区役所生活福祉課との連携 

生活保護を受給する利用者の適切な制度利用等に関する連携会議を試行的に実施 

 

③相談対応 

ⅰ 月別相談・契約・解約件数 
 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

契約 0 1 1 1 4 3 2 3 3 2 2 3 25 

解約 2 2 0 1 4 0 2 1 2 3 1 1 19 

 

④支援提供 

１）対象者別契約件数 
 高齢者 知的障害者 精神障害者 その他 合計 

実動件数（前年度末） 20 件 19 件 37 件 2 件 78 件 

契約件数 8 件 7 件 10 件 0 件 25 件 

解約件数 7 件 1 件 10 件 1 件 19 件 

実動件数（今年度末） 21 件 25 件 37 件 1 件 84 件 

 

２）延べ支援回数    1,958 回 

 

３）生活支援員    登録 61 名（実働 44 名） 

 

④生活支援員の育成 

１）生活支援員養成研修    3 回 

 

２）生活支援員交流会・講習会 
開催年月日 場所 内容 参加 

令和 6 年 4 月 23 日（火） 区社協 新任生活支援員実務研修 6 名 

令和 6 年 10 月 28 日（月） 区社協 生活支援員交流会 15 名 

令和 7 年 3 月 14 日（金） 区社協 新任生活支援員実務研修 6 名 

 

３）生活支援員ニュース（やましなぶどう通信） 
発行時期 号 内容 

令和 6 年 5 月 第 35 号 

・事務局職員・担当職員の紹介 

・支援員交流会の報告 

・生活支援員茶話会の報告 

 

⑵  生活福祉資金貸付事業 

①生活福祉資金貸付調査委員会 
開催年月日 場所 内        容 

令和 6 年 4 月 23 日（火） 区社協 
○令和 6 年度生活福祉資金貸付事業進捗状況について 

○審査・報告（償還猶予申請 1 件） 
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②相談対応 （相談件数は「面談」対応件数。申請件数には電話で相談し、書類を郵便で受領して手続きした件数を含む） 

 資金の種類 相談件数 申請件数 

総合支援資金 

生活支援費 79 件 0 件 

住宅入居費 0 件 0 件 

一時生活再建費 11 件 0 件 

臨時特例つなぎ資金 0 件 0 件 

福祉資金 

生業費 9 件 0 件 

技能習得費 0 件 0 件 

住宅 3 件 0 件 

福祉用具購入 1 件 0 件 

障害者自動車購入費 0 件 0 件 

中国残留邦人等国民年金追納費 0 件 0 件 

療養費 9 件 0 件 

介護等 1 件 0 件 

災害援護費 0 件 0 件 

冠婚葬祭費 4 件 0 件 

転宅費 39 件 2 件 

技能修得支度費 0 件 0 件 

一般福祉費 91 件 26 件 

緊急小口資金（災害特例 0 件） 63 件 13 件 

教育支援資金 
教育支援費 113 件 56 件 

就学支度費 110 件 56 件 

不動産担保型生活資金 3 件 0 件 

その他 30 件 0 件 

合      計 566 件 153 件 

 

③償還支援 （相談件数は「面談」対応件数。申請件数には電話で相談し、書類を郵便で受領して手続きした件数を含む） 

 資金の種類 相談件数 申請件数 

総合支援資金 

生活支援費 6 件 3 件 

住宅入居費 0 件 0 件 

一時生活再建費 1 件 0 件 

臨時特例つなぎ資金 0 件 0 件 

福祉資金 

生業費 0 件 0 件 

技能習得費 0 件 0 件 

住宅 0 件 0 件 

福祉用具購入 0 件 0 件 

障害者自動車購入費 0 件 0 件 

中国残留邦人等国民年金追納費 0 件 0 件 

療養費 0 件 0 件 

介護等 0 件 0 件 

災害援護費 0 件 0 件 

冠婚葬祭費 0 件 0 件 

転宅費 2 件 1 件 

技能修得支度費 0 件 0 件 

一般福祉費 47 件 4 件 

緊急小口資金（災害特例 0 件） 19 件 1 件 

教育支援資金 
教育支援費 159 件 35 件 

就学支度費 325 件 36 件 

不動産担保型生活資金 0 件 0 件 

その他 0 件 0 件 

合      計 559 件 81 件 
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⑶  チャレンジ就労体験事業への協力 

①事業所（全 17事業所） 
№ 体験受入事業所 

1 山科老人デイサービスセンター 

2 山科中央老人福祉センター 

3 山科老人福祉センター 

4 山階児童館 

5 百々児童館 

6 小野児童館 

7 洛和会ヘルスケアシステム 洛和グループホーム山科小山 

8 社会福祉法人京都身体障害者福祉センター 京都市山科障害者授産所 

9 社会福祉法人積慶園山科積慶園 

10 社会福祉法人レモングラスそらの木 

11 社会福祉法人オリーブの会 オリーブホットハウス 

12 株式会社ＲＥＡＬ ＧＡＴＥ ワーク工房ココブリッジ 

13 社会福祉法人京都障害者福祉センター デイスポット楽 

14 社会福祉法人 linkworks wellness リンクサポート京都山科 

15 株式会社カイコウ  B 型支援事業所カイコウ 

16 一般社団法人 iJ 障害者福祉協会多機能事業所 iJ 

17 社会福祉法人 京都市山科区社会福祉協議会 

 

②チャレンジ就労体験１日体験事業の受入協力（1 月 合計 1 名体験） 

 

⑷  地域あんしん支援員の活動推進 

①寄り添い支援 

№ 対象者 
支援 

開始 

課題と到達 （○:解決 △:改善 ×:変化なし） 

支援状況 
ごみ堆積 利用拒否 

就労 

社会参加 
孤立 困窮 その他 

22 男性（50 代） H30.12 △   ×→△   継続 

25 男性（60 代） R1.5 △   △   継続 

28 男性（50 代） R2.2   ○ △   継続 

37 男性（60 代） R3.10  ○  ○ ○  終結（解決） 

38 男性（70 代） R4.3  △→○   ○  終結（解決） 

39 男性（70 代） R4.3 ○ ○  ○   終結（解決） 

42 女性 (10 代) R5.6  ×→○ ×→△   × 継続 

44 女性 (30 代) R5.10   ×→△   ×→△ 継続 

45 女性 (70 代) R5.10 × ×  ×→△   終結（転居） 

46 男性（20 代） R6.6 ×→△   ×   継続 

47 女性（70 代） R6.7  ×    × 終結（死亡） 

48 女性（10 代） R6.8    ×   継続 

 

②選定会議  （※10 月より重層会議に移行） 

開催年月日 場所 内        容 

令和 6 年 6 月 17 日（月） 区役所 ○ケース選定について（1 件） 

令和 6 年 7 月 23 日（火） 区役所 ○ケース選定について（1 件） 

令和 6 年 7 月 30 日（火） 区役所 ○ケース選定について（2 件） 

令和 6 年 8 月 30 日（金） 区役所 ○ケース選定について（1 件） 

令和 6 年 9 月 3 日（火） 区役所 ○地域からの相談ケース共有（1 件） 

 

③支援会議（重層支援コア会議）  （※10 月より重層会議に移行） 

開催年月日 場所 内        容 

令和 6 年 7 月 24 日（水） 区役所 ○支援状況と支援方針の決定について（2 件） 

令和 6 年 7 月 31 日（水） 区役所 ○終結について（1 件） 
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令和 6 年 8 月 28 日（水） 区役所 ○支援状況と支援方針の決定について（1 件） 

令和 6 年 8 月 30 日（金） 区役所 ○終結について（2 件） 

令和 6 年 9 月 25 日（水） 区役所 ○支援状況と支援方針の決定について（1 件） 

 

④定期支援会議（重層支援会議）  （※10 月より重層会議に移行） 

開催年月日 場所 内容 

令和 6 年 10 月 23 日（水） 区役所 ○支援状況と支援方針の確認について(1 件) 

令和 6 年 11 月 27 日（水） 区役所 ○新規ケースの検討について（1 件） 

令和 6 年 12 月 18 日（水） 区役所 ○支援状況と支援方針の確認について(1 件) 

令和 7 年 1 月 22 日（水） 区役所 ○支援状況と支援方針の確認について(2 件) 

令和 7 年 2 月 26 日（水） 区役所 ○支援状況と支援方針の確認について(2 件) 

令和 7 年 3 月 24 日（月） 区役所 
○支援状況と支援方針の確認について(2 件) 

○新規ケースの検討について（1 件） 

 

⑤事業周知及び事例検討・学習会 
開催年月日 場所 内        容 

令和 6 年 6 月 4 日（火） 勧修学区 勧修小学校 事業説明、参加支援説明、ケース相談 

令和 6 年 6 月 14 日（金） 山階学区 地域福祉推進委員会 事業説明、参加支援説明(花壇 PJ 他) 

令和 6 年 6 月 25 日（火） 山階南学区 山階南学区民生委員定例会議 事業説明、参加支援説明(花壇 PJ 他) 

令和 6 年 8 月 9 日（金） 西野学区 
山科ひまわり食堂（子ども食堂） 

事業説明、参加支援説明(花壇 PJ 他)、花壇 PJ 協力依頼 

令和 6 年 10 月 22 日（火） 区社協 日ノ岡圏域 介護保険事業所・障害者地域生活支援センター合同学習会 

令和 7 年 1 月 21 日（火） 区社協 洛和会ケアマネジャー研修会 事業説明 

令和 7 年 2 月 3 日（月） 区社協 青少年活動センターへの事業周知、参加支援協力依頼 

令和 7 年 2 月 21 日（金） 区社協 
地域福祉推進委員会 事業説明、参加支援説明(花壇 PJ 他)、地域福

祉活動計画計画（あんしん支援員事例コラム含む）について 

 

 

７．生活支援事業 

関係者のネットワーク化については、山科区地域福祉推進委員会との共催で「いろんな作品

展示会・ワークショップ」を開催しました。生きづらさを抱える当事者等の「好き」や「得意」

を活かしたワークショップと作品展示を行い、通いの場運営者、関係機関等のべ 156 名に参加

いただきました。当事者の方々が通いの場運営者等の地域住民と自然に出会う場をつくること

で、当事者の参加支援を行うとともに、地域活動の担い手不足やマンネリ化等の悩みを解消す

るきっかけづくりを行いました。 

生活支援サービスの担い手養成については、敷居の低い活動参画促進や参加支援にチャレン

ジする「花壇プロジェクト」に引き続き取り組みました。手軽に情報を受け取れるツールとして

公式 LINEを開設し、年間を通して様々な地域活動と連携することで、活動周知と参加促進を行

いました。 

また、地域づくりや各分野の地域支援の取組との連携を推進するために新たに設置された「山

科区地域共生・地域づくり協働ミーティング」に参画しました。 

 

⑴  地域支え合い活動創出事業の推進 

①地域支え合い活動調整会議 

１）地域支え合い活動連絡会議 
開催年月日 場所 内        容 

令和 6 年 6 月 20 日（木） 区役所 

○「京都市地域支え合い活動創出事業」令和 5 年度事業報告について 

○「京都市地域支え合い活動創出事業」令和 6 年度事業計画について 

○意見交換 
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２）地域支え合い活動実務者会議 
開催年月日 場所 内        容 

令和 6 年 5 月 8 日（水） 区社協 音羽学区高齢者施設での居場所づくりにむけて 

令和 6 年 6 月 26 日（水） 区社協 鏡山学区での移動販売について① 

令和 6 年 7 月 24 日（水） 区社協 鏡山学区での新しい居場所の設置について① 

令和 6 年 8 月 1 日（木） KYOTO 泉チャーチ 鏡山学区での新しい居場所の設置について② 

令和 6 年 8 月 28 日（水） 市田公園付近 鏡山学区での移動販売について② 

令和 6 年 9 月 2 日（月） 区社協 西野山団地 実務者会議 

令和 6 年 9 月 7 日（土） 区社協 花壇プロジェクトレジン作品づくり企画の検討会 

令和 6 年 10 月 10 日（木） 西野山団地集会所 西野山団地 実務者会議 

令和 6 年 12 月 12 日（木） 区社協 西野山団地 実務者会議 

令和 7 年 1 月 14 日（木） 区社協 鏡山学区での移動販売振り返りについて 

令和 7 年 2 月 10 日（月） 区社協 西野山団地 実務者会議 

 

３）その他会議 
開催年月日 場所 内        容 

令和 6 年 4 月 25 日（木） 区社協 西野山団地 実務者会議 

令和 6 年 7 月 1 日（月） 区社協 西野山団地 実務者会議 

令和 7 年 3 月 12 日（水） 区社協 おしゃべり電話ボランティア顔合わせ会 

 

②地域のニーズと資源の見える化 

１）西野山プロジェクトレポートの発行 

 

③関係者のネットワーク化 

１）高齢者の「通いの場」運営に関する情報交換会 
開催年月日 場所 内    容 参加 

令和 6 年 8 月 29 日（木） 

 

（山科区地域福祉推進委員会

／地域支え合い活動創出事業 

と共同） 

東部 

文化会館 

○やましなのふりすぺ～「ひとりぼっちをつくらないた

めに」から始まった～ 

京都市社会福祉協議会参加支援部  部長  丹生卓也 

○実践報告 

・フリースペースたけはな：佐藤育代氏  

・フリースペースみんなの家大宅： 

                          森登茂子氏・古村久美子氏 

○意見交流 

49 名 

令和 6 年 12 月 19 日（月） 

～11 日（水） 

（山科区地域福祉推進委員会

／地域支え合い活動創出事業

と共同） 

区社協 

テーマ：いろんな作品展示会・ワークショップ 

【展示】 

・木工ゲーム展示（東総合支援学校） 

・ボードゲーム・クロスワード展示（ひきこもり支援対

象者） 

・絵の展示（デイサービス職員） 

・花壇 PJ 作品展示 

・鉄道写真展示（鉄道展～東北を旅して～） 

・手作り作品など 

【ワークショップ】 

・ちぎり絵ワークショップ （日常生活自立支援事業利用者） 

・花壇 PJ ワークショップ（花壇 PJ ボランティア） 

・レシピ展示＆調理企画（あんしん支援員事業対象者×

ボランティア） 

・紙芝居（日常生活自立支援事業利用者×ボランティア

団体） 

・木工射的ゲーム（ひきこもり支援対象者） 

・ゲームマスターによるボードゲーム会・クロスワード

（ひきこもり支援対象者） 

156 名 
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④生活支援サービスの担い手養成 

１）地域支え合い活動入門講座（標準型） 
開催年月日 場所 内容 参加 

令和 7 年 3 月 11 日（火） 区社協 

○高齢者を取り巻く状況と地域支え合い活動の推進 

  高齢者の身体とこころ・暮らしを知る 

  地域支え合い活動創出コーディネーター：三崎花 

○支え合い活動を始めるための基礎知識 

支え合い活動の実際 

   山科区地域福祉コーディネーター：松田はるな 

○支え合い活動の実際～安心して活動するためのコミ

ュニケーションのコツ～  安藤ゆかり氏 

20 名 

 

２）地域支え合い活動入門講座（独自型） 
開催年月日 場所 内        容 参加 

令和 6 年 6 月 5 日（水） 区社協 

○おれんじロード・花壇プロジェクトってなに？ 

○「苗の植え方を学ぼう」 相原絵未氏 

○苗植え体験・おれんじロードづくり 

○フリースペースで休憩＆今後のお知らせ 

12 名 

 

⑤生活支援サービスの創出支援 

１）鏡山学区（市田町周辺）における買い物支援（移動販売）の実施 

２）鏡山学区における新しい居場所活動の実施 

３）西野山団地における団地活性化の取組の実施 

 

⑥介護予防ケアマネジメント支援会議への出席 

１）7月 10（水）日ノ岡圏域 

２）1月 8 日（水）音羽圏域 

 

⑦おしゃべり電話事業の実施 

１）基幹型（山科総合福祉会館） 
前年度末利用者 新規利用者 終了数 利用者数 架電数 うち不在 担い手数 活動回数 

23 名 4 名 3 名 24 名 1,126 回 282 回 9 名 51 回 

 

２）地域型    活動終了 

 

⑵  山科区地域共生・地域づくり協働ミーティングへの参画 

準備・試行期間を経て区役所関係課等との会議に毎月参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 24 －


